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南区チームが優勝
岩i第1回母子ソフト大会i
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▲子供達の元気な声がグランドいっぱいにひびき、はつらつとした
プレーを展開した。（2月17日りJ、中根クラント）

一g一

〃
加
r
納
町
川
「
罪
鋸
福
祉
会
（
化
蛾

ス
ミ
／
よ
し
）
　
主
催
に
よ
る
、
第
一
回

り
√
写
焼
印
√
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
入
会
か

月
卜
L
日
、
京
平
納
小
・
申
学
校
グ

ラ
ン
ト
で
聞
か
れ
、
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ

証
左
し
い
作
目
の
ひ
と
と
き
を
お
く
っ
た
。

こ
り
人
士
は
、
母
卜
家
庭
の
鮎
仝
育

成
と
余
日
の
・
父
流
、
糾
．
ト
の
ふ
れ
あ
い

を
周
る
た
め
に
開
か
れ
た
も
の
で
す
ゥ

人
芸
は
、
奥
m
H
一
往
協
八
ム
山
の
激
励

の
あ
い
さ
つ
の
縫
、
L
チ
ー
ム
に
よ
る

肯
け
対
抗
戦
で
．
〓
わ
れ
、
い
ず
れ
の
チ

ー
ム
も
朋
友
小
小
学
生
で
構
成
す
る
余

日
ぢ
加
〃
式
の
チ
ー
ム
編
成
で
‖
わ
れ

た
つ
会
場
に
は
、
余
日
を
は
じ
め
社
協

職
‥
日
、
休
日
指
導
‥
日
、
居
住
委
H
や
各

区
〓
納
会
の
人
た
ち
多
数
が
か
け
つ
け
、

グ
ラ
ン
ド
い
っ
ぱ
い
に
展
倒
さ
れ
る
子

供
た
ち
の
フ
レ
ー
に
盛
ん
な
声
は
が
お

く
ら
れ
た
り
決
勝
戦
は
南
は
対
上
げ
の

糊
で
争
わ
れ
、
九
対
止
で
南
医
チ
ー
ム

が
初
優
聯
し
た
。

ま
た
、
r
倶
運
の
大
会
の
後
、
マ
マ

さ
ん
チ
ー
ム
に
よ
る
局
良
校
げ
と
嘉
手

納
校
区
の
雑
書
試
合
が
〓
わ
れ
、
好
プ

レ
ー
・
珍
フ
レ
ー
が
続
出
す
る
白
熱
し

た
試
合
が
展
開
さ
れ
、
正
対
四
で
嘉
手

納
校
区
チ
ー
ム
に
凱
歌
が
上
っ
た
。

‥■珊欄
皿
出
題
　
九
段
　
武
宮
　
正
樹

目
先
コ
ウ
　
5
手
ま
て

●
ヒ
ン
ト
…
旬
で
止
て
て
こ
そ

酢．…

（
持
碁
解
答
〉
　
‖
1
、
3
と
ツ
一

て
か
ら
‖
5
か
馴
要
り
ー
で
日
日

ナ
カ
丁
と
な
る

（
前
‥
り
山
車
耶
）

一

二

2

雄

3

情

4

有
段
を
目
指
し
て
」

出
題
　
八
段
　
北
村
　
昌
男

●
ヒ
ン
ト
‥
†
化
七
山
－
か
・
l
，

始
め
て
く
だ
さ
い

川
分
て
3
級
　
5
分
で
初
段

持
物
　
角

三
　
四
　
五
　
六
　
七
　
八
　
九

軋

　

　

↓

斗
串
跳
■

企
　
　
坊



広報かでな昭和60年3月1日

公共下水道雨水建設工事
（兼　久　地　内）
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▲クレーン車の導入によりキビ積込も約20分程で完了する。
（2月18日・久褐平山庸）

▲ビンに向って投られる輪を追う審査員の目は＃しい
（2月5日・中央公民徹）

広報かでな
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▲お父さんもニッコリ笑って200。ぐの献血
（2月け日・沖相銀駐■t■）

－7－

昭
和
五
十
九
年
度
事
業

」
は
た
ち
の
献
血
・
キ
ャ
、
ノ
へ
ー
ン
し
－
を
へ
〓
い
こ
と
ば
に
、
嘉
手

納
町
献
血
推
進
協
議
会
で
は
、
∴
月
卜
L
‖
沖
親
和
互
訓
．
〓
那
車
場
で

第
巨
ぺ
回
目
の
採
血
が
．
〓
わ
れ
し
い
L
H
の
〃
が
献
血
し
ま
し
た
。
今

回
は
、
は
た
ら
の
献
血
キ
ャ
ン
へ
ー
ン
　
二
日
L
〓
′
．
．
．
目
し
‖
）
　
に

ち
な
み
〓
わ
わ
た
も
の
で
、
約
に
ハ
い
〃
々
の
献
■
h
l
か
H
 
l
ン
ら
ま
し
た
。

払
適
の
血
薇
の
一
部
は
、
．
叫
‖
紺
し
い
血
敵
と
入
れ
什
∵
て
い
ま
す
。

榔
血
に
止
二
し
血
薇
の
新
陳
代
謝
が
促
進
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
い
つ

ま
で
も
配
賦
て
ハ
々
し
ノ
～
拉
牛
さ
の
秘
訣
で
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
献

血
を
き
れ
る
と
、
血
徽
里
・
畔
栂
能
や
そ
の
他
俳
旗
門
理
の
為
‥
へ
頃
日

の
隼
化
丹
「
横
木
化
を
無
料
で
黒
施
し
ま
す
の
で
、
日
付
の
腱
陳
n
理
の
r

段
と
し
て
献
血
を
〓
う
こ
と
も
良
い
の
で
は
な
い
で
し
上
う
か
」

は
た
　
ち
　
の
　
献
血

㊥
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
七
七
名
㊥

厳
し
　
い
　
出
荷
の
年

㊥
キ
ビ
収
穫
・
菊
本
土
出
荷
㊥

ヰ
ど
の
収
穫
・
菊
の
本
土
市
場
用
荷
ト
と
、
現
在
、
曲
揖
家
は
猫
の

手
も
椚
り
た
い
相
の
人
い
そ
が
し
さ
で
あ
る
。

キ
ど
の
出
荷
は
、
一
月
ト
九
日
か
ら
始
ま
り
約
九
卜
日
間
‖
わ
れ

る
。
隼
庫
農
家
は
九
卜
四
．
H
で
、
八
・
咋
度
は
用
い
六
ヘ
ク
タ
ー
ル
か

ら
的
∴
千
百
ト
ン
の
収
量
見
込
み
で
あ
る
■
U
　
し
か
し
、
ト
ン
叫
ノ
り
の

円
い
と
げ
価
精
が
二
一
、
四
L
O
H
と
昨
年
の
価
格
が
据
え
椚
か
れ
、

農
家
の
皆
さ
ん
に
と
っ
て
は
厳
し
い
問
題
が
域
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、

菊
栽
培
は
、
農
家
数
四
．
日
で
約
：
千
坪
に
人
菊
・
小
菊
を
栽
屑
し
て

い
る
が
、
畔
坪
の
高
佃
が
悪
影
響
と
な
り
、
ム
‖
湾
壕
の
本
t
市
場
へ

の
入
荷
に
ト
チ
り
、
二
月
．
一
卜
一
日
の
初
出
荷
セ
リ
か
ら
暴
落
し
厳
し

い
咋
と
な
っ
た
。

西
沢
区
が
団
体
優
勝

㊥
老
ク
わ
な
げ
大
会
㊥

慮
f
納
町
老
人
ク
ラ
ブ
通
人
＝
会
（
亀
谷
は
敬
会
に
）
圭
椎
の
第
五

k
l
I
わ
な
げ
入
会
が
、
二
月
五
円
午
前
、
町
巾
央
公
艮
館
ホ
ー
ル
で
行

わ
れ
、
名
医
一
正
缶
の
チ
ー
ム
編
成
で
ヒ
チ
ー
ム
に
よ
る
団
体
戦
で

〓
わ
れ
た
。

こ
の
人
会
は
「
み
ん
な
で
作
ろ
う
明
る
い
家
庭
と
社
会
」
を
ス
ロ

ー
カ
ン
に
、
嘉
手
納
郵
便
局
の
後
援
で
開
か
れ
た
。
会
場
に
は
選
手

及
び
去
り
約
一
J
t
O
名
が
参
集
し
、
六
〇
甲
四
万
の
台
に
且
つ
九
本

の
ピ
ン
に
入
っ
た
輪
の
合
計
点
数
で
競
わ
れ
、
西
浜
区
が
一
二
．
こ
点

と
二
位
の
北
区
に
六
点
差
を
つ
け
健
勝
し
ま
し
た
。
ま
た
、
個
人
便

秀
帯
と
し
て
西
浜
区
の
神
山
松
柴
さ
ん
と
狩
俣
ウ
モ
イ
さ
ん
・
北
区

の
多
軸
日
代
徳
き
ん
と
典
問
朝
枯
さ
ん
が
そ
れ
ぞ
れ
選
ば
れ
、
賞
状

が
送
ら
れ
た
。



広報かでな

屋艮土地区画整理審委決まる

⊂竺慧慧。諾竺コ

▲吉浜町長から当遇証書を受ける伊波剛氏　日月2日ヨ・町役嶋）

昭和60年3月1日昭和60年3月1日

屋良土地区画整理事業工事

工事費：15．000rlリ

工　期：lrり（泊i卜1112511

圭／軋l‘l▲3日：ilH

施　設：造戌面相軋7tI伽了

広報かでな

町道74号線改良舗装工事
（旧パイプライン）

工事費：20．500千円
工　期：自／59年11月21日

登／60隼21は811

施　投：延長180m・帖9m・照明施．没

嘉手納児童公園建設工事
工事費：43，655丁・日

工　期：ILI／59句L9日2111

セ／6（巧二3112511

旛　投：l而綿0．2711a・√供遊H・便所・他

■－●百官ニ▼　　　　1－

l磨き

二、－－適蘭留

蒜岩旨妻帯：∴

防犯灯新設工事
工　事　費：2．3（伯千llJ

ヰエ年月日；59句10JnOH
施　設：水釦灯　25刈

退
化
さ
れ
ま
し
た
。

次
の
ん
々
が
、
最
良
土
地
は
面
整
理

審
議
会
真
H
に
決
ま
り
ま
し
た
。

農
良
土
地
区
酉
養
理
暮
儀
会
要
A

土
地
所
有
者

り
伊
波
　
剛
氏

創
意
と
工
夫
の
学
芸
会

郷
土
色
豊
か
な
プ
ロ
グ
ラ
ム

‡
屋
島
小
・
嘉
手
納
小
宴

」
．
．

七
凹

六
七
八
－
丘

ヒ
九

h
へ
し
∴

∠

1

′

－

一

「
よ
り
美
し
く
・
力
を
あ
わ
せ
て
」

－
と
、
両
小
7
校
の
旧
和
上
ト
九
年
度

の
学
芸
会
・
学
習
発
表
会
が
、
．
一
月
一
↓

日
に
嘉
手
納
小
学
校
、
一
一
月
卜
日
に
局

良
小
学
校
の
体
育
餌
で
そ
れ
ぞ
れ
‖
わ

れ
、
父
母
枚
び
来
日
多
数
が
出
膀
す
る

中
で
華
や
か
．
に
椎
さ
れ
ま
し
た
。

両
小
学
校
と
も
約
仁
和
目
の
演
技
の

中
に
、
郷
土
工
能
文
化
の
踊
り
や
劇
、

エ
イ
サ
ー
な
ど
に
独
H
の
創
意
工
人
を

こ
ら
し
、
全
日
の
息
の
合
っ
た
素
晴
ら

し
い
礪
技
を
見
せ
た
。
ま
た
、
小
学
校

最
後
の
苧
…
一
ム
会
・
発
表
会
を
迎
え
た
六

年
生
は
、
』
良
小
学
校
が
「
リ
ヤ
上
」
・

嘉
手
納
小
学
校
が
「
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
」

と
超
し
約
四
仁
分
の
劇
を
披
£
し
、
子

供
連
の
の
び
の
び
と
し
た
演
技
に
つ
め

か
け
た
観
客
か
ら
盛
ん
な
声
援
と
拍
手

か
送
ら
れ
た
。

任
期
満
r
に
伴
う
、
局
良
卜
地
区
曲

整
理
審
議
会
委
〓
選
管
は
、
候
補
苦
の

数
が
委
u
定
数
の
八
名
と
な
っ
た
た
め

立
候
補
者
全
日
の
無
投
票
当
選
と
な
り

ま
し
た
。

審
議
会
は
、
車
業
区
域
H
の
川
里
‥
関

係
者
の
意
志
を
車
業
に
反
映
さ
せ
る
た

め
に
も
う
け
ら
れ
た
諮
問
機
関
で
、
選

！
＝
委
‖
八
名
と
選
任
左
目
〓
二
名
（
学
識

経
験
暑
）
　
の
卜
名
で
構
成
さ
れ
、
任
期

は
五
咋
と
な
「
て
お
り
ま
す
。

最
良
－
二
地
l
裏
面
整
理
巾
業
は
、
宅
地

の
再
配
椚
、
建
物
の
築
造
を
‖
う
と
代

に
、
道
銘
、
公
園
等
の
公
共
施
設
を
∬

面
的
に
整
備
し
良
好
な
市
的
地
の
造
成

と
・
＝
川
率
的
L
地
利
川
を
l
司
る
た
め
、
椚

和
正
ト
㌧
．
隼
に
都
市
㍍
両
班
に
を
う
け
、

町
制
′
－
．
．
律
摩
り
几
了
を
目
指
し
、
．
り

隼
度
継
続
中
業
で
そ
の
整
備
が
進
め
ら

れ
、
昭
和
丘
卜
九
作
木
現
在
で
は
川
∵
「

四
・
∴
ハ
ー
セ
ン
ト
の
幣
備
率
と
な
り

急
ピ
ッ
チ
で
車
業
　
l
汁
両
が
進
め
ら
れ
て

お
り
ま
す
〕

ま
た
、
り
選
誹
再
と
委
明
代
の
‥
父
付

式
が
一
月
．
．
卜
一
日
町
役
場
小
人
ム
議
も

で
り
わ
れ
た
。
そ
の
後
、
耶
一
回
の
需

議
会
が
り
わ
れ
、
会
に
に
伊
波
剛
代
・

副
会
山
に
津
波
古
漬
粟
氏
か
そ
れ
ぞ
れ

ト
六
年
生
「
リ
ヤ
王
」
　
の
一
場
面

二
一
月
十
日
・
屋
良
小
学
校
）

ト
郷
土
劇
　
「
ナ
ビ
ー
小
と
蛇
」

（
二
月
三
日
二
■
手
的
小
学
校
）

安
ら
ぎ
と
生
き
　
　
甲
斐
に
み
ち
た
街
づ

く
り
ー
を
目
指
し



広報かでな昭和60年3月1日昭和60年3月1日広報かでな

国民年金だより⑳

4月の保険料から
月額6，740円に〝

家
族
ぐ
る
み
で
加
入
し
よ
う

恨
牒
拒
鰻
絹
］

県
内
の
全
町
村
で
は
、
椚
・
川
上
∵
「
六

年
に
沖
組
県
町
村
交
通
災
パ
圧
ハ
済
対
l
人
目

を
設
よ
し
、
「
交
通
災
項
目
共
済
車
業
．

を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

こ
の
制
度
は
、
交
通
車
故
に
よ
る
被

告
舌
の
窮
状
を
柏
い
経
済
的
m
黒
を
多

少
と
も
か
ろ
く
す
る
た
め
、
加
入
レ
‖
一

人
一
人
が
掛
金
を
H
L
八
日
い
相
互
扶
助

協
力
の
椚
神
に
基
つ
き
、
交
辿
り
＝
車
故
に

あ
っ
た
加
入
者
に
見
舞
金
を
送
ろ
う
と

い
う
制
度
で
す
。

会
且
の
キ
格

町
の
住
民
基
本
ム
U
帳
又
は
外
国
人

登
録
を
し
て
い
る
ガ
は
、
咋
齢
に
闇

係
な
く
　
l
雛
で
も
加
入
で
き
ま
す
。
ま

た
、
下
校
へ
通
学
の
た
め
、
二
岬
的

に
転
出
さ
れ
て
い
る
〃
も
加
入
す
る

こ
と
が
出
来
ま
す
。

共
済
掛
金
一
昨
ご
と
に
加
人
音
一
人
に
つ
き

元
石
川
で
す
。
（
納
め
ら
れ
た
掛
金

は
返
還
出
来
ま
せ
ん
）

共
済
期
鵬

毎
咋
四
月
一
日
か
ら
登
隼
二
月
．
．

1
．
二
日
ま
で
で
す
。
（
た
だ
し
、
四

月
二
日
以
降
に
加
入
き
れ
る
〃
は
、

加
入
申
し
込
み
を
役
場
で
受
理
し
た

日
の
翌
日
か
ら
．
∵
日
．
∴
卜
一
日
ま
で
）

加
入
申
込
み
の
方
法

加
入
申
込
　
1
1
羊
に
、
加
入
レ
‖
小
目
を
漣

記
し
一
人
つ
り
〃
H
H
の
岨
五
五
孟

え
て
町
役
場
総
務
誹
文
は
l
木
目
流
会

車
弼
所
に
捉
出
し
て
卜
さ
い
　
　
（
加

入
申
込
ガ
は
町
役
場
と
区
日
柄
芸
車

務
所
に
川
い
備
し
て
あ
り
ま
す
）

見
舞
金
が
支
給
さ
れ
る
交
通
事
故

一
般
〓
勒
中
道
・
州
道
・
県
道
や

町
村
道
仁
と
、
一
般
の
人
や
中
々
と

が
〓
山
に
往
来
す
る
こ
と
が
出
来
る

場
所
で
の
‥
父
適
車
故
で
日
動
小
・
煩

動
機
付
目
板
車
・
郎
車
輌
・
日
中
・

机
舶
・
航
空
機
な
と
に
乗
二
し
衝
尤
左

し
た
り
、
転
＝
浴
や
転
覆
し
た
場
′
、
日
や

こ
れ
ら
の
乗
物
に
は
ね
ら
れ
た
り
、

ひ
か
れ
た
り
し
た
場
へ
日
に
美
綺
き
れ

ます．

問
い
合
わ
せ
先

町
役
場
総
務
課
又
は
代
目
流
会
車

務
所
に
わ
た
す
ね
く
だ
さ
い

献
体
に
ご
協
力
を

地
域
医
療
発
展
の
た
め

＝
琉
球
大
学
医
学
滞
日

琉
球
人
草
扶
守
恵
存
、
椚
和
正
上
川

隼
に
設
椚
き
れ
、
昭
和
打
－
∴
圧
か
・
り

毎
隼
〃
打
の
丹
い
隼
を
ウ
け
入
れ
て
、
椚

和
行
∵
「
L
隼
度
か
ら
は
人
住
用
道
草
車

習
を
〓
っ
て
い
ま
す
。
医
学
部
と
し
ま

し
て
は
、
特
に
沖
縄
県
の
地
域
涙
扁
亮
一

担
う
医
師
の
養
成
に
＝
根
差
の
翳
り
を
払

っ
て
お
り
ま
す
、
某
、
県
〓
身
帯
が
．
り

隼
多
敬
左
目
椿
し
て
い
る
こ
と
は
日
代
に

と
っ
て
大
き
な
〃
‥
び
で
あ
り
ま
す
ノ

こ
の
学
生
運
か
一
人
前
の
〃
■
派
な
匪

抒
と
な
っ
て
い
く
た
め
に
は
、
こ
れ
か

ら
医
ハ
ト
の
様
々
な
分
野
に
つ
い
て
勉
施

し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
が
、

梢
に
人
体
の
構
造
を
知
る
た
め
に
解
剖

半
円
は
必
要
で
あ
り
ま
す
．
こ
存
知
の

よ
う
に
人
川
の
仲
は
ど
人
々
仲
里
も
枝

は
寸
、
ま
た
、
他
の
動
的
で
代
目
す
る

こ
と
は
不
可
能
で
あ
り
ま
す
。
こ
の
こ

と
は
、
医
V
U
㈲
倫
理
観
を
育
む
上
で
も

人
宗
等
車
要
左
こ
と
で
す
。

以
仁
ム
こ
と
か
ら
、
琉
球
左
学
医
学

部
で
も
．
戯
作
」
と
い
う
尊
い
こ
協
力

を
情
蟻
に
お
願
い
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
，
「
献
体
と
は
、
払
通
が
銘
々
左

方
を
t
う
し
た
絶
、
〓
分
　
（
叉
は
写
既

等
）
　
り
遺
作
を
医
辱
知
書
に
役
・
ナ
て
る

た
め
、
人
草
へ
無
情
で
捏
倶
し
て
い
た

た
く
こ
と
を
い
い
ま
す
こ
　
こ
の
献
体

か
な
け
れ
ば
世
帯
を
お
城
す
る
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん

竹
伴
い
こ
の
上
う
ト
？
」
協
り
に
と
え

・
り
れ
て
は
じ
め
て
、
医
や
牛
津
は
・
ン
派

な
匪
レ
日
に
左
∴
て
い
く
こ
と
か
で
き
る

の
て
す
几
　
こ
■
山
川
小
＝
…
左
書
l
、
‥
じ
あ
ふ
れ
ろ

人
々
の
心
に
は
す
ろ
こ
と
に
上
二
し
、

〝
作
の
道
〟
ん
睦
む
作
7
1
の
仲
人
で
J

l
H
圧
を
深
ィ
、
感
じ
ろ
こ
と
に
な
る
で
し

ょ
∴
′
．寸

て
に
こ
の
ト
や
り
左
こ
協
力
を
申
し

川
ら
れ
た
万
々
で
つ
く
る
「
琉
球
人
草

で
い
こ
芸
」
が
発
足
し
、
そ
の
人
ム
日
も

徐
々
に
増
え
て
お
り
ま
す
一
り
　
し
か
し
、

〃
∵
「
L
咋
度
か
ら
始
ま
っ
て
い
る
医
学

の
専
門
教
習
に
必
要
な
と
こ
ろ
ま
で
は

と
て
も
及
ば
な
い
の
か
現
扶
で
す
。

沖
縄
県
の
医
帥
確
保
と
医
学
の
向
L

発
展
の
た
め
、
な
に
と
ぞ
県
艮
一
人
一

人
の
こ
理
解
と
こ
協
力
を
切
に
お
願
い

い
た
し
ま
す
】

献
体
に
つ
い
て
の
お
問
い
合
わ
せ
先

琉
球
左
下
医
学
部
学
務
兼
学
車
梯

川
煩
町
丹
I
L
煩
．
▲
O
L
番
地

℡
0
圧
八
八
九
丘
－
　
。
二

（
内
線
∴
「
．
▲
九
・
∴
一
門
○
）

人
口
動
態
調
査
転
ご
協
力
を

尿
倹
福
祉
の
向
上
に

役
立
た
せ
ま
す
′

り
鴫
省
で
は
人
目
動
態
朋
か
右
′
叩
作

美
施
し
て
い
ま
す
n
▼
　
こ
の
劇
わ
は
、
侍

さ
ん
か
ら
の
山
隼
・
死
亡
・
死
種
・
耶

姻
・
離
折
の
外
川
代
目
を
も
と
に
、
人
目

の
動
き
を
劇
へ
る
も
の
で
す
か
、
掴
勢

朋
盃
の
〓
わ
れ
る
隼
だ
け
は
、
そ
こ
に

職
業
名
を
記
入
し
て
い
た
た
く
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
．
ま
た
、
死
亡
届
に
は

伏
せ
て
種
業
省
も
記
入
し
て
い
た
だ
き

ます．調
査
結
黒
は
今
権
の
保
除
缶
・
i
川
の
向

上
に
役
l
T
．
た
せ
る
た
め
の
統
計
腎
日
と

し
て
刷
川
き
れ
ま
す
り
今
圧
は
川
勢
朋

虫
の
印
に
り
た
る
た
め
、
記
入
に
つ
い

て
こ
面
倒
を
か
け
ま
す
が
、
こ
協
力
く

だ
さ
る
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
U

朋
在
万
法
及
び
内
容
は
次
の
と
お
り

です。
璃
査
期
間
昭
和
六
仁
丹
四
日
一
日
か
ら
六
仁

一
叩
．
．
．
日
．
．
．
卜
二
日
ま
で
の
一
律
問
。

調
査
対
ホ
吉

山
隼
・
妃
亡
・
死
咋
・
姉
別
・
離

姉
届
を
血
さ
れ
る
〃
々
。

璃
査
方
法
省
吊
目
差
与
川
す
と
き
に
、
そ
れ

そ
れ
職
業
H
を
記
入
し
て
い
た
た
き

ま
す
U
職
業
H
は
‖
‥
什
的
に
記
入
し

て
く
た
き
い
〔
　
例
え
は
．
余
廿
日
」

の
ん
は
一
般
車
傍
目
、
化
成
　
l
汁
技
師
と

ト
リ
よ
う
に
、
「
－
二
日
」
　
の
〃
は
製

節
「
、
目
刺
小
煩
．
・
備
巨
と
い
う
よ
う

に
〓
‥
い
て
い
た
た
き
ま
す
　
ま
上
、

．
公
侮
日
し
　
い
ん
も
、
郵
仲
里
拐
日
、

八
J
H
1
日
在
日
と
い
う
L
⊥
■
り
に
〓
h
化
的

に
お
願
い
し
ま
寸

ま
た
、
死
亡
届
に
は
県
業
、
建
几
“

業
、
サ
ー
ヒ
ス
業
と
い
一
ノ
た
咋
業
り
＝

も
情
せ
て
記
入
し
て
い
た
だ
き
ま
寸

■
■
r
i
i
・
－
∴
－
こ
！
ト
・
－
㌧
t
T
ー
・
J
・
－
▼
r
・
－
i
i
・
！
－
i
i
・
■
・
－
・
て
・
－
・
－
・
T
J
i
・
！

H
尺
咋
た
い
保

険
日
か
、
四
日
か

h
U
制
八
、
L
四

〇
日
に
改
定
さ
れ

ま
す
　
こ
れ
は
、

控
瑞
祥
企
の
で
拾

け
日
か
ふ
え
続
け
て

い
ノ
＼
の
と
、
り
′
．
－

知
が
物
価
巨
＝
〃
左

と
に
へ
〓
わ
せ
て
．
旧

隼
椚
徹
さ
れ
て
い

く
の
で
、
給
付
の

足
し
前
を
寸
ろ
回

り
n
押
領
も
ふ
え
、

相
伴
険
昔
の
悍
臨

H
n
両
で
エ
え
て
い
く
た
め
で
す
．

保
険
H
を
納
め
忘
れ
ま
す
と
、
障
パ

隼
金
や
付
．
卜
咋
企
、
ま
た
は
将
来
と
闘

咋
金
が
受
け
ら
れ
な
く
な
り
ま
す
の
で

悍
険
料
は
制
限
内
で
必
ず
納
め
る
よ
う

に
し
ま
し
よ
う
。

ま
た
、
牛
清
か
‖
古
し
ノ
し
、
て
保
険
日
か

納
め
ら
れ
な
い
人
豆
、
保
険
日
か
仇
持

さ
れ
る
制
度
も
あ
り
ま
す

割
引
の
あ
る

前
納
保
険
料

‖
尺
隼
余
の
保
険
日
は
、
川
日
付
か

・
㌧
翌
圧
ふ
∵
‖
沖
ま
で
冬
山
挿
し
て
前

約
で
き
ろ
制
度
か
あ
り
ま
す

こ
の
制
度
は
、
．
．
力
∴
‖
こ
と
に
納
め

ろ
ト
は
も
は
ふ
け
、
分
納
七
・
り
勺
に
八

〇
、
八
八
〇
日
で
す
が
、
前
納
す
る
と

L
八
、
九
▲
．
〇
日
と
剖
万
に
在
り
ま
す

ま
た
、
前
納
し
た
人
が
′
▲
丑
小
で
会
社
左

と
に
っ
と
め
十
∵
り
、
あ
ろ
い
は
叱
亡
し

た
と
き
に
は
、
ま
た
緑
雨
し
て
い
な
い

削
川
の
保
険
H
は
お
返
し
す
る
こ
と
に

な
り
て
い
ま
す
・

前
納
制
度
を
流
望
す
る
〃
は
、
町
役

場
吊
尺
咋
企
係
へ
小
し
出
て
く
た
き
い
。

缶
㊥
鹿
⑭
声
Q
B
痘
濫
白
砂
等
を
ク

冊
県
政
モ
ニ
タ
ー
募
集
1
1
…
州

県
で
は
、
県
り
廿
里
に
打
す
る
意
見

や
悪
望
・
捏
＝
な
ど
を
広
く
県
尺
の
竹

さ
ん
か
ら
雌
旧
し
、
県
政
推
進
の
ち
帯

に
す
る
た
め
、
次
の
要
面
で
昭
和
パ
ー

隼
度
目
政
モ
二
ヶ
ー
ん
ー
持
催
し
ま
す
り

あ
な
た
の
ー
川
を
県
政
に
牛
か
す
チ
ャ

ン
ス
で
す
．
斬
っ
て
こ
応
持
卜
き
い
・

応
募
資
格

県
内
に
往
ん
で
い
る
満
二
卜
日
成
以
卜

の
粥
な
　
（
公
西
日
を
除
く
）

モ
ニ
タ
ー
の
任
務

‖
政
令
暇
に
つ
い
て
八
・
1
兄
や
鋸
■
‥
を

随
時
小
け
せ
て
い
た
た
き
ま
す
∴
隼

回
付
度
の
ア
ン
ケ
ー
ト
に
答
え
る
）

応
募
の
方
法
（
官
製
ハ
ガ
キ
）

什
所
枝
び
郵
便
番
目
り
・
代
シ
〓
　
（
ふ
り

が
な
）
・
圧
縮
・
性
別
・
職
業
・
勤

務
先
（
役
職
も
記
入
）
・
連
絡
先
の

揖
用
益
‥
リ
∴
根
絶
学
歴
・
応
猫
の
動

機
1
－
声
明
記
の
車
。

謝
　
礼
咋
問
約
九
F
H
。
た
だ
し
、
報
什
‖
作

紋
に
応
じ
て
謝
礼
を
い
た
し
ま
す
。

任
　
期

委
嘱
の
日
か
ら
翌
坪
．
．
．
月
末
日
ま
で

応
募
期
限

椚
和
‥
ハ
ト
圧
．
．
．
月
ト
㌧
行
目
ま
で
　
（
l
り

‖
消
印
〃
効
）
n
■

申
し
込
み
と
問
い
合
わ
せ
先

沖
縄
県
総
朽
部
知
巾
公
墨
広
報
課

那
朝
市
泉
崎
一
1
．
．
－

℡
〇
九
八
八
六
h
ヘ
ー
二
〇
．
．
〇

〒
　
九
〇
〇



広報かでな昭和60年3月1日昭和60年3月1日広報かでな

国民年金だより⑳

4月の保険料から
月額6，740円に〝

家
族
ぐ
る
み
で
加
入
し
よ
う

恨
牒
拒
鰻
絹
］

県
内
の
全
町
村
で
は
、
椚
・
川
上
∵
「
六

年
に
沖
組
県
町
村
交
通
災
パ
圧
ハ
済
対
l
人
目

を
設
よ
し
、
「
交
通
災
項
目
共
済
車
業
．

を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

こ
の
制
度
は
、
交
通
車
故
に
よ
る
被

告
舌
の
窮
状
を
柏
い
経
済
的
m
黒
を
多

少
と
も
か
ろ
く
す
る
た
め
、
加
入
レ
‖
一

人
一
人
が
掛
金
を
H
L
八
日
い
相
互
扶
助

協
力
の
椚
神
に
基
つ
き
、
交
辿
り
＝
車
故
に

あ
っ
た
加
入
者
に
見
舞
金
を
送
ろ
う
と

い
う
制
度
で
す
。

会
且
の
キ
格

町
の
住
民
基
本
ム
U
帳
又
は
外
国
人

登
録
を
し
て
い
る
ガ
は
、
咋
齢
に
闇

係
な
く
　
l
雛
で
も
加
入
で
き
ま
す
。
ま

た
、
下
校
へ
通
学
の
た
め
、
二
岬
的

に
転
出
さ
れ
て
い
る
〃
も
加
入
す
る

こ
と
が
出
来
ま
す
。

共
済
掛
金
一
昨
ご
と
に
加
人
音
一
人
に
つ
き

元
石
川
で
す
。
（
納
め
ら
れ
た
掛
金

は
返
還
出
来
ま
せ
ん
）

共
済
期
鵬

毎
咋
四
月
一
日
か
ら
登
隼
二
月
．
．

1
．
二
日
ま
で
で
す
。
（
た
だ
し
、
四

月
二
日
以
降
に
加
入
き
れ
る
〃
は
、

加
入
申
し
込
み
を
役
場
で
受
理
し
た

日
の
翌
日
か
ら
．
∵
日
．
∴
卜
一
日
ま
で
）

加
入
申
込
み
の
方
法

加
入
申
込
　
1
1
羊
に
、
加
入
レ
‖
小
目
を
漣

記
し
一
人
つ
り
〃
H
H
の
岨
五
五
孟

え
て
町
役
場
総
務
誹
文
は
l
木
目
流
会

車
弼
所
に
捉
出
し
て
卜
さ
い
　
　
（
加

入
申
込
ガ
は
町
役
場
と
区
日
柄
芸
車

務
所
に
川
い
備
し
て
あ
り
ま
す
）

見
舞
金
が
支
給
さ
れ
る
交
通
事
故

一
般
〓
勒
中
道
・
州
道
・
県
道
や

町
村
道
仁
と
、
一
般
の
人
や
中
々
と

が
〓
山
に
往
来
す
る
こ
と
が
出
来
る

場
所
で
の
‥
父
適
車
故
で
日
動
小
・
煩

動
機
付
目
板
車
・
郎
車
輌
・
日
中
・

机
舶
・
航
空
機
な
と
に
乗
二
し
衝
尤
左

し
た
り
、
転
＝
浴
や
転
覆
し
た
場
′
、
日
や

こ
れ
ら
の
乗
物
に
は
ね
ら
れ
た
り
、

ひ
か
れ
た
り
し
た
場
へ
日
に
美
綺
き
れ

ます．

問
い
合
わ
せ
先

町
役
場
総
務
課
又
は
代
目
流
会
車

務
所
に
わ
た
す
ね
く
だ
さ
い

献
体
に
ご
協
力
を

地
域
医
療
発
展
の
た
め

＝
琉
球
大
学
医
学
滞
日

琉
球
人
草
扶
守
恵
存
、
椚
和
正
上
川

隼
に
設
椚
き
れ
、
昭
和
打
－
∴
圧
か
・
り

毎
隼
〃
打
の
丹
い
隼
を
ウ
け
入
れ
て
、
椚

和
行
∵
「
L
隼
度
か
ら
は
人
住
用
道
草
車

習
を
〓
っ
て
い
ま
す
。
医
学
部
と
し
ま

し
て
は
、
特
に
沖
縄
県
の
地
域
涙
扁
亮
一

担
う
医
師
の
養
成
に
＝
根
差
の
翳
り
を
払

っ
て
お
り
ま
す
、
某
、
県
〓
身
帯
が
．
り

隼
多
敬
左
目
椿
し
て
い
る
こ
と
は
日
代
に

と
っ
て
大
き
な
〃
‥
び
で
あ
り
ま
す
ノ

こ
の
学
生
運
か
一
人
前
の
〃
■
派
な
匪

抒
と
な
っ
て
い
く
た
め
に
は
、
こ
れ
か

ら
医
ハ
ト
の
様
々
な
分
野
に
つ
い
て
勉
施

し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
が
、

梢
に
人
体
の
構
造
を
知
る
た
め
に
解
剖

半
円
は
必
要
で
あ
り
ま
す
．
こ
存
知
の

よ
う
に
人
川
の
仲
は
ど
人
々
仲
里
も
枝

は
寸
、
ま
た
、
他
の
動
的
で
代
目
す
る

こ
と
は
不
可
能
で
あ
り
ま
す
。
こ
の
こ

と
は
、
医
V
U
㈲
倫
理
観
を
育
む
上
で
も

人
宗
等
車
要
左
こ
と
で
す
。

以
仁
ム
こ
と
か
ら
、
琉
球
左
学
医
学

部
で
も
．
戯
作
」
と
い
う
尊
い
こ
協
力

を
情
蟻
に
お
願
い
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
，
「
献
体
と
は
、
払
通
が
銘
々
左

方
を
t
う
し
た
絶
、
〓
分
　
（
叉
は
写
既

等
）
　
り
遺
作
を
医
辱
知
書
に
役
・
ナ
て
る

た
め
、
人
草
へ
無
情
で
捏
倶
し
て
い
た

た
く
こ
と
を
い
い
ま
す
こ
　
こ
の
献
体

か
な
け
れ
ば
世
帯
を
お
城
す
る
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん

竹
伴
い
こ
の
上
う
ト
？
」
協
り
に
と
え

・
り
れ
て
は
じ
め
て
、
医
や
牛
津
は
・
ン
派

な
匪
レ
日
に
左
∴
て
い
く
こ
と
か
で
き
る

の
て
す
几
　
こ
■
山
川
小
＝
…
左
書
l
、
‥
じ
あ
ふ
れ
ろ

人
々
の
心
に
は
す
ろ
こ
と
に
上
二
し
、

〝
作
の
道
〟
ん
睦
む
作
7
1
の
仲
人
で
J

l
H
圧
を
深
ィ
、
感
じ
ろ
こ
と
に
な
る
で
し

ょ
∴
′
．寸

て
に
こ
の
ト
や
り
左
こ
協
力
を
申
し

川
ら
れ
た
万
々
で
つ
く
る
「
琉
球
人
草

で
い
こ
芸
」
が
発
足
し
、
そ
の
人
ム
日
も

徐
々
に
増
え
て
お
り
ま
す
一
り
　
し
か
し
、

〃
∵
「
L
咋
度
か
ら
始
ま
っ
て
い
る
医
学

の
専
門
教
習
に
必
要
な
と
こ
ろ
ま
で
は

と
て
も
及
ば
な
い
の
か
現
扶
で
す
。

沖
縄
県
の
医
帥
確
保
と
医
学
の
向
L

発
展
の
た
め
、
な
に
と
ぞ
県
艮
一
人
一

人
の
こ
理
解
と
こ
協
力
を
切
に
お
願
い

い
た
し
ま
す
】

献
体
に
つ
い
て
の
お
問
い
合
わ
せ
先

琉
球
左
下
医
学
部
学
務
兼
学
車
梯

川
煩
町
丹
I
L
煩
．
▲
O
L
番
地

℡
0
圧
八
八
九
丘
－
　
。
二

（
内
線
∴
「
．
▲
九
・
∴
一
門
○
）

人
口
動
態
調
査
転
ご
協
力
を

尿
倹
福
祉
の
向
上
に

役
立
た
せ
ま
す
′

り
鴫
省
で
は
人
目
動
態
朋
か
右
′
叩
作

美
施
し
て
い
ま
す
n
▼
　
こ
の
劇
わ
は
、
侍

さ
ん
か
ら
の
山
隼
・
死
亡
・
死
種
・
耶

姻
・
離
折
の
外
川
代
目
を
も
と
に
、
人
目

の
動
き
を
劇
へ
る
も
の
で
す
か
、
掴
勢

朋
盃
の
〓
わ
れ
る
隼
だ
け
は
、
そ
こ
に

職
業
名
を
記
入
し
て
い
た
た
く
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
．
ま
た
、
死
亡
届
に
は

伏
せ
て
種
業
省
も
記
入
し
て
い
た
だ
き

ます．調
査
結
黒
は
今
権
の
保
除
缶
・
i
川
の
向

上
に
役
l
T
．
た
せ
る
た
め
の
統
計
腎
日
と

し
て
刷
川
き
れ
ま
す
り
今
圧
は
川
勢
朋

虫
の
印
に
り
た
る
た
め
、
記
入
に
つ
い

て
こ
面
倒
を
か
け
ま
す
が
、
こ
協
力
く

だ
さ
る
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
U

朋
在
万
法
及
び
内
容
は
次
の
と
お
り

です。
璃
査
期
間
昭
和
六
仁
丹
四
日
一
日
か
ら
六
仁

一
叩
．
．
．
日
．
．
．
卜
二
日
ま
で
の
一
律
問
。

調
査
対
ホ
吉

山
隼
・
妃
亡
・
死
咋
・
姉
別
・
離

姉
届
を
血
さ
れ
る
〃
々
。

璃
査
方
法
省
吊
目
差
与
川
す
と
き
に
、
そ
れ

そ
れ
職
業
H
を
記
入
し
て
い
た
た
き

ま
す
U
職
業
H
は
‖
‥
什
的
に
記
入
し

て
く
た
き
い
〔
　
例
え
は
．
余
廿
日
」

の
ん
は
一
般
車
傍
目
、
化
成
　
l
汁
技
師
と

ト
リ
よ
う
に
、
「
－
二
日
」
　
の
〃
は
製

節
「
、
目
刺
小
煩
．
・
備
巨
と
い
う
よ
う

に
〓
‥
い
て
い
た
た
き
ま
す
　
ま
上
、

．
公
侮
日
し
　
い
ん
も
、
郵
仲
里
拐
日
、

八
J
H
1
日
在
日
と
い
う
L
⊥
■
り
に
〓
h
化
的

に
お
願
い
し
ま
寸

ま
た
、
死
亡
届
に
は
県
業
、
建
几
“

業
、
サ
ー
ヒ
ス
業
と
い
一
ノ
た
咋
業
り
＝

も
情
せ
て
記
入
し
て
い
た
だ
き
ま
寸

■
■
r
i
i
・
－
∴
－
こ
！
ト
・
－
㌧
t
T
ー
・
J
・
－
▼
r
・
－
i
i
・
！
－
i
i
・
■
・
－
・
て
・
－
・
－
・
T
J
i
・
！

H
尺
咋
た
い
保

険
日
か
、
四
日
か

h
U
制
八
、
L
四

〇
日
に
改
定
さ
れ

ま
す
　
こ
れ
は
、

控
瑞
祥
企
の
で
拾

け
日
か
ふ
え
続
け
て

い
ノ
＼
の
と
、
り
′
．
－

知
が
物
価
巨
＝
〃
左

と
に
へ
〓
わ
せ
て
．
旧

隼
椚
徹
さ
れ
て
い

く
の
で
、
給
付
の

足
し
前
を
寸
ろ
回

り
n
押
領
も
ふ
え
、

相
伴
険
昔
の
悍
臨

H
n
両
で
エ
え
て
い
く
た
め
で
す
．

保
険
H
を
納
め
忘
れ
ま
す
と
、
障
パ

隼
金
や
付
．
卜
咋
企
、
ま
た
は
将
来
と
闘

咋
金
が
受
け
ら
れ
な
く
な
り
ま
す
の
で

悍
険
料
は
制
限
内
で
必
ず
納
め
る
よ
う

に
し
ま
し
よ
う
。

ま
た
、
牛
清
か
‖
古
し
ノ
し
、
て
保
険
日
か

納
め
ら
れ
な
い
人
豆
、
保
険
日
か
仇
持

さ
れ
る
制
度
も
あ
り
ま
す

割
引
の
あ
る

前
納
保
険
料

‖
尺
隼
余
の
保
険
日
は
、
川
日
付
か

・
㌧
翌
圧
ふ
∵
‖
沖
ま
で
冬
山
挿
し
て
前

約
で
き
ろ
制
度
か
あ
り
ま
す

こ
の
制
度
は
、
．
．
力
∴
‖
こ
と
に
納
め

ろ
ト
は
も
は
ふ
け
、
分
納
七
・
り
勺
に
八

〇
、
八
八
〇
日
で
す
が
、
前
納
す
る
と

L
八
、
九
▲
．
〇
日
と
剖
万
に
在
り
ま
す

ま
た
、
前
納
し
た
人
が
′
▲
丑
小
で
会
社
左

と
に
っ
と
め
十
∵
り
、
あ
ろ
い
は
叱
亡
し

た
と
き
に
は
、
ま
た
緑
雨
し
て
い
な
い

削
川
の
保
険
H
は
お
返
し
す
る
こ
と
に

な
り
て
い
ま
す
・

前
納
制
度
を
流
望
す
る
〃
は
、
町
役

場
吊
尺
咋
企
係
へ
小
し
出
て
く
た
き
い
。

缶
㊥
鹿
⑭
声
Q
B
痘
濫
白
砂
等
を
ク

冊
県
政
モ
ニ
タ
ー
募
集
1
1
…
州

県
で
は
、
県
り
廿
里
に
打
す
る
意
見

や
悪
望
・
捏
＝
な
ど
を
広
く
県
尺
の
竹

さ
ん
か
ら
雌
旧
し
、
県
政
推
進
の
ち
帯

に
す
る
た
め
、
次
の
要
面
で
昭
和
パ
ー

隼
度
目
政
モ
二
ヶ
ー
ん
ー
持
催
し
ま
す
り

あ
な
た
の
ー
川
を
県
政
に
牛
か
す
チ
ャ

ン
ス
で
す
．
斬
っ
て
こ
応
持
卜
き
い
・

応
募
資
格

県
内
に
往
ん
で
い
る
満
二
卜
日
成
以
卜

の
粥
な
　
（
公
西
日
を
除
く
）

モ
ニ
タ
ー
の
任
務

‖
政
令
暇
に
つ
い
て
八
・
1
兄
や
鋸
■
‥
を

随
時
小
け
せ
て
い
た
た
き
ま
す
∴
隼

回
付
度
の
ア
ン
ケ
ー
ト
に
答
え
る
）

応
募
の
方
法
（
官
製
ハ
ガ
キ
）

什
所
枝
び
郵
便
番
目
り
・
代
シ
〓
　
（
ふ
り

が
な
）
・
圧
縮
・
性
別
・
職
業
・
勤

務
先
（
役
職
も
記
入
）
・
連
絡
先
の

揖
用
益
‥
リ
∴
根
絶
学
歴
・
応
猫
の
動

機
1
－
声
明
記
の
車
。

謝
　
礼
咋
問
約
九
F
H
。
た
だ
し
、
報
什
‖
作

紋
に
応
じ
て
謝
礼
を
い
た
し
ま
す
。

任
　
期

委
嘱
の
日
か
ら
翌
坪
．
．
．
月
末
日
ま
で

応
募
期
限

椚
和
‥
ハ
ト
圧
．
．
．
月
ト
㌧
行
目
ま
で
　
（
l
り

‖
消
印
〃
効
）
n
■

申
し
込
み
と
問
い
合
わ
せ
先

沖
縄
県
総
朽
部
知
巾
公
墨
広
報
課

那
朝
市
泉
崎
一
1
．
．
－

℡
〇
九
八
八
六
h
ヘ
ー
二
〇
．
．
〇

〒
　
九
〇
〇



広報かでな

屋艮土地区画整理審委決まる

⊂竺慧慧。諾竺コ

▲吉浜町長から当遇証書を受ける伊波剛氏　日月2日ヨ・町役嶋）

昭和60年3月1日昭和60年3月1日

屋良土地区画整理事業工事

工事費：15．000rlリ

工　期：lrり（泊i卜1112511

圭／軋l‘l▲3日：ilH

施　設：造戌面相軋7tI伽了

広報かでな

町道74号線改良舗装工事
（旧パイプライン）

工事費：20．500千円
工　期：自／59年11月21日

登／60隼21は811

施　投：延長180m・帖9m・照明施．没

嘉手納児童公園建設工事
工事費：43，655丁・日

工　期：ILI／59句L9日2111

セ／6（巧二3112511

旛　投：l而綿0．2711a・√供遊H・便所・他

■－●百官ニ▼　　　　1－

l磨き

二、－－適蘭留

蒜岩旨妻帯：∴

防犯灯新設工事
工　事　費：2．3（伯千llJ

ヰエ年月日；59句10JnOH
施　設：水釦灯　25刈

退
化
さ
れ
ま
し
た
。

次
の
ん
々
が
、
最
良
土
地
は
面
整
理

審
議
会
真
H
に
決
ま
り
ま
し
た
。

農
良
土
地
区
酉
養
理
暮
儀
会
要
A

土
地
所
有
者

り
伊
波
　
剛
氏

創
意
と
工
夫
の
学
芸
会

郷
土
色
豊
か
な
プ
ロ
グ
ラ
ム

‡
屋
島
小
・
嘉
手
納
小
宴

」
．
．

七
凹

六
七
八
－
丘

ヒ
九

h
へ
し
∴

∠

1

′

－

一

「
よ
り
美
し
く
・
力
を
あ
わ
せ
て
」

－
と
、
両
小
7
校
の
旧
和
上
ト
九
年
度

の
学
芸
会
・
学
習
発
表
会
が
、
．
一
月
一
↓

日
に
嘉
手
納
小
学
校
、
一
一
月
卜
日
に
局

良
小
学
校
の
体
育
餌
で
そ
れ
ぞ
れ
‖
わ

れ
、
父
母
枚
び
来
日
多
数
が
出
膀
す
る

中
で
華
や
か
．
に
椎
さ
れ
ま
し
た
。

両
小
学
校
と
も
約
仁
和
目
の
演
技
の

中
に
、
郷
土
工
能
文
化
の
踊
り
や
劇
、

エ
イ
サ
ー
な
ど
に
独
H
の
創
意
工
人
を

こ
ら
し
、
全
日
の
息
の
合
っ
た
素
晴
ら

し
い
礪
技
を
見
せ
た
。
ま
た
、
小
学
校

最
後
の
苧
…
一
ム
会
・
発
表
会
を
迎
え
た
六

年
生
は
、
』
良
小
学
校
が
「
リ
ヤ
上
」
・

嘉
手
納
小
学
校
が
「
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
」

と
超
し
約
四
仁
分
の
劇
を
披
£
し
、
子

供
連
の
の
び
の
び
と
し
た
演
技
に
つ
め

か
け
た
観
客
か
ら
盛
ん
な
声
援
と
拍
手

か
送
ら
れ
た
。

任
期
満
r
に
伴
う
、
局
良
卜
地
区
曲

整
理
審
議
会
委
〓
選
管
は
、
候
補
苦
の

数
が
委
u
定
数
の
八
名
と
な
っ
た
た
め

立
候
補
者
全
日
の
無
投
票
当
選
と
な
り

ま
し
た
。

審
議
会
は
、
車
業
区
域
H
の
川
里
‥
関

係
者
の
意
志
を
車
業
に
反
映
さ
せ
る
た

め
に
も
う
け
ら
れ
た
諮
問
機
関
で
、
選

！
＝
委
‖
八
名
と
選
任
左
目
〓
二
名
（
学
識

経
験
暑
）
　
の
卜
名
で
構
成
さ
れ
、
任
期

は
五
咋
と
な
「
て
お
り
ま
す
。

最
良
－
二
地
l
裏
面
整
理
巾
業
は
、
宅
地

の
再
配
椚
、
建
物
の
築
造
を
‖
う
と
代

に
、
道
銘
、
公
園
等
の
公
共
施
設
を
∬

面
的
に
整
備
し
良
好
な
市
的
地
の
造
成

と
・
＝
川
率
的
L
地
利
川
を
l
司
る
た
め
、
椚

和
正
ト
㌧
．
隼
に
都
市
㍍
両
班
に
を
う
け
、

町
制
′
－
．
．
律
摩
り
几
了
を
目
指
し
、
．
り

隼
度
継
続
中
業
で
そ
の
整
備
が
進
め
ら

れ
、
昭
和
丘
卜
九
作
木
現
在
で
は
川
∵
「

四
・
∴
ハ
ー
セ
ン
ト
の
幣
備
率
と
な
り

急
ピ
ッ
チ
で
車
業
　
l
汁
両
が
進
め
ら
れ
て

お
り
ま
す
〕

ま
た
、
り
選
誹
再
と
委
明
代
の
‥
父
付

式
が
一
月
．
．
卜
一
日
町
役
場
小
人
ム
議
も

で
り
わ
れ
た
。
そ
の
後
、
耶
一
回
の
需

議
会
が
り
わ
れ
、
会
に
に
伊
波
剛
代
・

副
会
山
に
津
波
古
漬
粟
氏
か
そ
れ
ぞ
れ

ト
六
年
生
「
リ
ヤ
王
」
　
の
一
場
面

二
一
月
十
日
・
屋
良
小
学
校
）

ト
郷
土
劇
　
「
ナ
ビ
ー
小
と
蛇
」

（
二
月
三
日
二
■
手
的
小
学
校
）

安
ら
ぎ
と
生
き
　
　
甲
斐
に
み
ち
た
街
づ

く
り
ー
を
目
指
し
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▲クレーン車の導入によりキビ積込も約20分程で完了する。
（2月18日・久褐平山庸）

▲ビンに向って投られる輪を追う審査員の目は＃しい
（2月5日・中央公民徹）

広報かでな

ヽ

、●セV－

▲お父さんもニッコリ笑って200。ぐの献血
（2月け日・沖相銀駐■t■）

－7－

昭
和
五
十
九
年
度
事
業

」
は
た
ち
の
献
血
・
キ
ャ
、
ノ
へ
ー
ン
し
－
を
へ
〓
い
こ
と
ば
に
、
嘉
手

納
町
献
血
推
進
協
議
会
で
は
、
∴
月
卜
L
‖
沖
親
和
互
訓
．
〓
那
車
場
で

第
巨
ぺ
回
目
の
採
血
が
．
〓
わ
れ
し
い
L
H
の
〃
が
献
血
し
ま
し
た
。
今

回
は
、
は
た
ら
の
献
血
キ
ャ
ン
へ
ー
ン
　
二
日
L
〓
′
．
．
．
目
し
‖
）
　
に

ち
な
み
〓
わ
わ
た
も
の
で
、
約
に
ハ
い
〃
々
の
献
■
h
l
か
H
 
l
ン
ら
ま
し
た
。

払
適
の
血
薇
の
一
部
は
、
．
叫
‖
紺
し
い
血
敵
と
入
れ
什
∵
て
い
ま
す
。

榔
血
に
止
二
し
血
薇
の
新
陳
代
謝
が
促
進
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
い
つ

ま
で
も
配
賦
て
ハ
々
し
ノ
～
拉
牛
さ
の
秘
訣
で
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
献

血
を
き
れ
る
と
、
血
徽
里
・
畔
栂
能
や
そ
の
他
俳
旗
門
理
の
為
‥
へ
頃
日

の
隼
化
丹
「
横
木
化
を
無
料
で
黒
施
し
ま
す
の
で
、
日
付
の
腱
陳
n
理
の
r

段
と
し
て
献
血
を
〓
う
こ
と
も
良
い
の
で
は
な
い
で
し
上
う
か
」

は
た
　
ち
　
の
　
献
血

㊥
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
七
七
名
㊥

厳
し
　
い
　
出
荷
の
年

㊥
キ
ビ
収
穫
・
菊
本
土
出
荷
㊥

ヰ
ど
の
収
穫
・
菊
の
本
土
市
場
用
荷
ト
と
、
現
在
、
曲
揖
家
は
猫
の

手
も
椚
り
た
い
相
の
人
い
そ
が
し
さ
で
あ
る
。

キ
ど
の
出
荷
は
、
一
月
ト
九
日
か
ら
始
ま
り
約
九
卜
日
間
‖
わ
れ

る
。
隼
庫
農
家
は
九
卜
四
．
H
で
、
八
・
咋
度
は
用
い
六
ヘ
ク
タ
ー
ル
か

ら
的
∴
千
百
ト
ン
の
収
量
見
込
み
で
あ
る
■
U
　
し
か
し
、
ト
ン
叫
ノ
り
の

円
い
と
げ
価
精
が
二
一
、
四
L
O
H
と
昨
年
の
価
格
が
据
え
椚
か
れ
、

農
家
の
皆
さ
ん
に
と
っ
て
は
厳
し
い
問
題
が
域
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、

菊
栽
培
は
、
農
家
数
四
．
日
で
約
：
千
坪
に
人
菊
・
小
菊
を
栽
屑
し
て

い
る
が
、
畔
坪
の
高
佃
が
悪
影
響
と
な
り
、
ム
‖
湾
壕
の
本
t
市
場
へ

の
入
荷
に
ト
チ
り
、
二
月
．
一
卜
一
日
の
初
出
荷
セ
リ
か
ら
暴
落
し
厳
し

い
咋
と
な
っ
た
。

西
沢
区
が
団
体
優
勝

㊥
老
ク
わ
な
げ
大
会
㊥

慮
f
納
町
老
人
ク
ラ
ブ
通
人
＝
会
（
亀
谷
は
敬
会
に
）
圭
椎
の
第
五

k
l
I
わ
な
げ
入
会
が
、
二
月
五
円
午
前
、
町
巾
央
公
艮
館
ホ
ー
ル
で
行

わ
れ
、
名
医
一
正
缶
の
チ
ー
ム
編
成
で
ヒ
チ
ー
ム
に
よ
る
団
体
戦
で

〓
わ
れ
た
。

こ
の
人
会
は
「
み
ん
な
で
作
ろ
う
明
る
い
家
庭
と
社
会
」
を
ス
ロ

ー
カ
ン
に
、
嘉
手
納
郵
便
局
の
後
援
で
開
か
れ
た
。
会
場
に
は
選
手

及
び
去
り
約
一
J
t
O
名
が
参
集
し
、
六
〇
甲
四
万
の
台
に
且
つ
九
本

の
ピ
ン
に
入
っ
た
輪
の
合
計
点
数
で
競
わ
れ
、
西
浜
区
が
一
二
．
こ
点

と
二
位
の
北
区
に
六
点
差
を
つ
け
健
勝
し
ま
し
た
。
ま
た
、
個
人
便

秀
帯
と
し
て
西
浜
区
の
神
山
松
柴
さ
ん
と
狩
俣
ウ
モ
イ
さ
ん
・
北
区

の
多
軸
日
代
徳
き
ん
と
典
問
朝
枯
さ
ん
が
そ
れ
ぞ
れ
選
ば
れ
、
賞
状

が
送
ら
れ
た
。
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＊健康相談日諾謂竺妄富訂芸冒旨蒜

月　日 �行　　　　　事 �時　　　仰 �場　　　所 

iう‾－ � 

8日（金） 

15日（金） 

16日（土） 20日（水） 

「如…」の実施「完言二二・。。 ��名書病院 

l 

22日（金） �＿＿妄芦健≡ト宕；三軍＿一三甜 
25日（月） 

4月 

1日（月） �安　　産　　学　　鰻 � �中央公民鷹 

8日（月） �安　　産　　学　　鰻 � 

10日（水） 15日（月） �D・P・T予防雉檀 � � 

一一÷÷一一一：昔：：；≡－ �� 
22日（月） ��� 

26日（金） �5　才　d　カ　月　児腱恰 � � 

広報かでな

3分て3線　1分で初段

」．小1㌔諺l¢

誌了血相（ハtHぢ　‾◆手首サー，川」7、1√ll一己′．1J／‡l－I引りノ‡岩

瀬ドr′ユtF一頃甘㌢針山仁封ユー一日やリー「礪了り〃J P　　閑鰻
1楢川J t　ユ半ギこ　、三日月、㌦　t

ご1二‾t、HJ　、1川■l、引‖1、才【‘l、IJJ二　訂　　鰻正穎出塁・

南区チームが優勝
岩i第1回母子ソフト大会i

lll■■　r‥●「

攣一十緬11■－｝■
覇■i零璽巨

・・　　　爛

享t・．二．■

▲子供達の元気な声がグランドいっぱいにひびき、はつらつとした
プレーを展開した。（2月17日りJ、中根クラント）

一g一

〃
加
r
納
町
川
「
罪
鋸
福
祉
会
（
化
蛾

ス
ミ
／
よ
し
）
　
主
催
に
よ
る
、
第
一
回

り
√
写
焼
印
√
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
入
会
か

月
卜
L
日
、
京
平
納
小
・
申
学
校
グ

ラ
ン
ト
で
聞
か
れ
、
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ

証
左
し
い
作
目
の
ひ
と
と
き
を
お
く
っ
た
。

こ
り
人
士
は
、
母
卜
家
庭
の
鮎
仝
育

成
と
余
日
の
・
父
流
、
糾
．
ト
の
ふ
れ
あ
い

を
周
る
た
め
に
開
か
れ
た
も
の
で
す
ゥ

人
芸
は
、
奥
m
H
一
往
協
八
ム
山
の
激
励

の
あ
い
さ
つ
の
縫
、
L
チ
ー
ム
に
よ
る

肯
け
対
抗
戦
で
．
〓
わ
れ
、
い
ず
れ
の
チ

ー
ム
も
朋
友
小
小
学
生
で
構
成
す
る
余

日
ぢ
加
〃
式
の
チ
ー
ム
編
成
で
‖
わ
れ

た
つ
会
場
に
は
、
余
日
を
は
じ
め
社
協

職
‥
日
、
休
日
指
導
‥
日
、
居
住
委
H
や
各

区
〓
納
会
の
人
た
ち
多
数
が
か
け
つ
け
、

グ
ラ
ン
ド
い
っ
ぱ
い
に
展
倒
さ
れ
る
子

供
た
ち
の
フ
レ
ー
に
盛
ん
な
声
は
が
お

く
ら
れ
た
り
決
勝
戦
は
南
は
対
上
げ
の

糊
で
争
わ
れ
、
九
対
止
で
南
医
チ
ー
ム

が
初
優
聯
し
た
。

ま
た
、
r
倶
運
の
大
会
の
後
、
マ
マ

さ
ん
チ
ー
ム
に
よ
る
局
良
校
げ
と
嘉
手

納
校
区
の
雑
書
試
合
が
〓
わ
れ
、
好
プ

レ
ー
・
珍
フ
レ
ー
が
続
出
す
る
白
熱
し

た
試
合
が
展
開
さ
れ
、
正
対
四
で
嘉
手

納
校
区
チ
ー
ム
に
凱
歌
が
上
っ
た
。

‥■珊欄
皿
出
題
　
九
段
　
武
宮
　
正
樹

目
先
コ
ウ
　
5
手
ま
て

●
ヒ
ン
ト
…
旬
で
止
て
て
こ
そ

酢．…

（
持
碁
解
答
〉
　
‖
1
、
3
と
ツ
一

て
か
ら
‖
5
か
馴
要
り
ー
で
日
日

ナ
カ
丁
と
な
る

（
前
‥
り
山
車
耶
）

一

二

2

雄

3

情

4

有
段
を
目
指
し
て
」

出
題
　
八
段
　
北
村
　
昌
男

●
ヒ
ン
ト
‥
†
化
七
山
－
か
・
l
，

始
め
て
く
だ
さ
い

川
分
て
3
級
　
5
分
で
初
段

持
物
　
角

三
　
四
　
五
　
六
　
七
　
八
　
九

軋

　

　

↓

斗
串
跳
■

企
　
　
坊


